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研究成果の概要（和文）：本研究は、要介護リスクである高齢者の閉じこもり発生の予測因子としてのネガティ
ブ・ライフイベント（以下，NLE）、および抑うつ傾向について検討することを目的とした。コホート調査を実
施し多変量解析を行った結果、2年後の閉じこもり発生の予測因子として有意であったのは「抑うつ傾向」のみ
であり、NLE5項目（①身近な人を亡くした、②自身の大きな病気やけが、③家族の大きな病気やけが、④経済的
に厳しい状況になった、⑤自身の役割が無くなった）は、全て有意ではなかった。抑うつ傾向の高齢者は閉じこ
もりになりやすく、予測因子であることが示唆されたが、高齢期のNLEについてはさらなる研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to examine negative life events (NLEs) and 
depressive tendencies as predictors of decrease frequency of going out (i.e. homebound), which is a 
risk for long-term frailty in older adults. The results of the multivariate analysis of the cohort 
survey showed that the only significant predictor of the occurrence of homebound two years later was
 "depressive tendency," while the five NLEs 1) loss of a close relative, 2) major illness or injury 
in oneself, 3) major illness or injury in a family member, 4) financial difficulties, and 5) loss of
 one's role were not significant statistically. Although the results suggest that depressed older 
adults are more likely to be homebound, further research is needed on NLE in old age.

研究分野： 公衆衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢期におけるNLEが、メンタルヘルスの悪化や閉じこもりのリスク要因であるという因果関係を明らかにする
ことにより、NLE発生に対する心理的サポートをはじめとする支援の有効性について検討することが可能であ
る。早期支援によってメンタルヘルスが改善されることにより、高齢者の孤独や社会的孤立、閉じこもりを防
ぎ、ひいては介護予防に繋がることが期待される。本研究で調査したNLE5項目（喪失体験）は、2年後の抑う
つ、閉じこもりの発生の予測因子であることは明らかに出来なかったものの、さらなる追跡検討が今後の課題で
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2005 年度介護保険法改正では、予防重視型システムへの転換、つまり「介護予防」に重点が
置かれた。厚生労働省は高齢者における要介護リスクとして、運動器の低下、口腔機能の低下、
低栄養、閉じこもり、認知症、うつなど６つの分野が取り上げ、これらに対する介護予防プログ
ラムを介護予防の重要な対策とした。なかでも、高齢者の閉じこもりが要介護のリスク要因であ
ることは、国内外の研究によって、エビデンスが蓄積されてきた。しかしながら、閉じこもり状
態にある高齢者は、外出しないことから、通所型の介護予防プログラムへの参加が少ないために、
介入や対策が困難である。したがって、閉じこもりについては、高齢者が閉じこもりの状態にな
らないような予防的対策が重要である。 
高齢者は疾病や老化による身体的機能の低下だけではなく、さまざまな心理・社会的要因によ

って、メンタルヘルスが悪化しやすく、特に抑うつ傾向やうつ病などの精神障害は閉じこもりに
つながりやすい。したがって、高齢者のメンタルヘルスがどれくらい閉じこもりのリスクを高め
るのかを明らかにすることは、介護予防の面からも極めて重要である。 
高齢者は加齢に伴う身体機能の低下や慢性疾患への罹患、複数の疾患・傷害の併存

(Comorbidity)、体力・移動能力・生活機能の低下といった身体的な問題を抱えることが多くな
ることがストレス要因となる。また、高齢期は衰退と喪失の時期であり、種々の喪失体験を比較
的短期間に経験する者が多く、それらは高齢者にとって乗り越えなければならない心理的危機
となる。身近な人の喪失・死別、退職や子どもの自立による社会的役割の喪失、身体機能の低下
など健康の喪失など、高齢者の生活におけるさまざまな喪失や出来事によって、日常の行動や交
流範囲、およびネットワークが縮小し、不安が惹起される。 
このような高齢期におけるネガティブ・ライフイベント(Negative Life Events，以下 NLE と

略す)が、メンタルヘルスおよび外出頻度に及ぼす影響について、縦断的研究によって明らかに
する必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
高齢期における NLE が、メンタルヘルスの悪化や外出頻度の低下（閉じこもり）のリスク要

因であるという因果関係を明らかにすることにより、NLE 発生に対する心理的サポートをはじ
めとする支援の有効性について検討することが可能であり、早期支援によってメンタルヘルス
が改善されることにより、高齢者が孤立、孤独、閉じこもりを防ぎ、ひいては介護予防に繋がる
と考えられる。 
本研究は、高齢期における NLE の、メンタルヘルスおよび外出頻度に及ぼす影響について、

縦断研究によって明らかにし、高齢者の閉じこもり予防、介護予防に活用することを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
1）2018 年 4月～6月に、秋田県 A町（高齢化率 42.0％）内の B地区に居住する 65 歳以上 95

歳未満の 2373 人のうち、施設入所者を除く 2273 人を対象に自記式質問紙調査を実施し、1367
人から有効回答を得た（60.1％）。調査は健康推進委員による配布、回収は郵送（一部、保健セ
ンター持参及び健康推進委員による回収）によって実施した。性別、年齢、メンタルヘルス（K6）、
外出頻度、NLE5 項目（①身近な人を亡くした、②自身の大きな病気やけが、③家族の大きな病
気やけが、④経済的に厳しい状況になった、⑤自身の役割が無くなった）を用いて解析した。メ
ンタルヘルスは K6 質問票により測定評価し、9点以上を「抑うつ傾向あり」とした。NLE とメン
タルヘルス、外出頻度との関連についてカイ二乗検定を行なった。 
2）秋田県 A町 B 地区において、65歳以上 95歳未満 2273 人を対象に実施した初回調査に回答

した在宅高齢者 1,322 人（要介護 3～5を除く）のうち、死亡 28人、介護施設入所 3人、転出 1
人を除く1,291人を対象に追跡調査を2020年4月に実施した。調査は健康推進委員による配布、
回収は郵送によって実施し、1,050 人から回答を得られた（回収率 81.3％）。初回調査時に閉じ
こもり（外出頻度が週 1回以下）およびデータに不備があった 223 人を除く 790 人について、高
齢期における NLE の、メンタルヘルスおよび外出頻度に及ぼす影響を明らかにする目的で分析
を行った。追跡調査時の閉じこもりの有無を従属変数に、初回調査時の性、年齢、同居者の有無、
NLE5 項目（①身近な人の喪失、②自身の病気やけが、③家族の病気やけが、④経済的に厳しい
状況になった、⑤役割の喪失）、抑うつ傾向（K6）、健康度自己評価を説明変数とした多重ロジス
ティック回帰分析を実施した。本研究の実施にあたっては、文京学院大学倫理委員会の承認を得
た。 
 
 
 



 
４．研究成果 
 1）分析の結果、最近 1 年間の身近な人の喪失については、「とても辛く将来に希望を持てな
い」群は、「辛かったが元気を取り戻しつつある」群、「死を受けとめ、普通の日常生活を送って
いる」群と比較して、ほぼ毎日外出している割合が低かったものの、統計学的に有意な差は認め
られなかった。自身の大きな病気やけがについては有意差が認められたが、家族の病気やけが、
経済的に厳しい状況になった、役割の喪失については外出頻度と有意差は認められなかった。ま
た、NLE5 項目は全て、メンタルヘルスと有意な関連が認められた（p<0.01）。 
 高齢期の NLE のうち、外出頻度の低下に影響していたのは自身の病気やけがだけでであった
が、いずれもメンタルヘルスへの影響が認められた。抑うつ状態やうつ病などの精神障害との関
連も含めて、NLE を経験した高齢者の心理的支援や、閉じこもり予防の支援が重要と考えられる。 
 2）2 年後の閉じこもり発生率は、男性 10.1%、女性 17.1%で男女差があった（p<0.01）。多重
ロジスティック回帰分析の結果、 2 年後の閉じこもり発生の予測因子として有意であったのは
「抑うつ傾向」のみであり、性・年齢を調整したオッズ比は，抑うつ傾向あり（vs. なし）3.37
（95％信頼区間 1.62-7.01）であった。NLE5 項目は全て 2年後の閉じこもり発生とは有意な関連
が認められなかった。抑うつ傾向の高齢者は閉じこもりになりやすく、予測因子であることが示
唆されたが、高齢期の NLE については今回の調査分析では関連がみられなかった。 
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